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た。それを説明するため、その聴覚情報処理の機構として時間統合窓（Temporal Window of Integration :
TWI）のプロセスを議論した。

























































されている定常脳電位（steady state response: SSR）を指標にして、ERPと SSRの比較研究をおこなった。
特に、フィルターなど分析法に工夫して詳細に分析した。その結果、刺激が連続的に入力されてくる場合
に、認知的にも神経的にも不能期があるという結果を得た。その結果に対して、脳内での音刺激に対する
情報処理の一定の時間窓があり、その時間との関係で処理が行われ難くなることを考察している。また、
注意の効果を検討したが、その効果は認められず、課題依存のものではないことを明らかにした。
第部では、実際の生活場面での注意の測定を目的として、ERP のユニークな応用研究を行った。近
年、自然物や環境が人の感情や認知に及ぼす影響が話題になっている。自然物に関連するものとして、人
が暖炉の火を見ている場面を設定した。炎を見ているときの注意と感情の変化を、事象関連電位の P300、
MMNと脳波、心拍などの生理反応と、質問紙による心理評価を用いて分析した。今回は、炎を見ている
時に別途、音刺激を提示し、その刺激に対する ERP を測定するという、いわゆる二重作業法によって検
討した。その結果、音刺激に対する自動的な脳の弁別処理機能を反映する成分が、10分以上経過した段階
から減衰することを明らかにした。日常生活場面へ ERP計測技術の応用は、P300が主であった。今回の
研究成果は、まだ意識に上らない前注意と呼ばれる過程の研究が、ERP の他の成分でも、実際場面にも
応用できることを示した。このように、他の電位成分も応用しようという意欲は評価できる。
以上の研究成果は、すでに、国内外の学会で発表しており、その一部は、複数の国際誌に投稿誌し、受
理されている。申請者の玉越氏は、本大学院文学研究科の後期課程に進学後も、規定に従って2004年12月
10日に論文計画書が承認され、2010年月26日に予備論文、また2010年12月15日に受理審査を合格してい
る。玉越氏の論文内容と、これまでに行ってきた国際的な学術誌での成果の出版、国内外での学会発表な
どの学術的活動、さらに、2011年月22日に総合心理科学専攻主催として開催された博士論文発表会での
発表内容、その後に行われた口頭試問の結果から判断して、玉越勢治氏が、博士学位（心理学）を授与す
るにふさわしいと、審査員一同判断したので報告する。
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